
 

 

 

 

 

研修日 

２０１９年１１月１１日（月）～１１月１３日（水） ３日間 

研修病院：サンディエゴ大学病院 etc 

感染管理研修（お一人）；￥１００，０００－ 

研修費、通訳費、テキスト代（翻訳料、作成費）、その他 

この研修のご案内には『航空運賃』『宿泊費』『現地の交通費』などの旅行費用は含まれ

ませんので、サンディエゴまでのフライトとホテルをご自身で旅行会社にお申込みくださ

い。（旅行会社のご紹介システムはありません） 

現地集合・現地解散での参加も可能ですが、研修参加のお申し込みは必要となります。 

毎朝の研修会場への出発時には私が宿泊しておりますホテルロビーに集合していただくこ

とをご了承ください。 

お一人で渡米できない方のために、私および通訳者が利用しますフライトスケジュール

及びホテルを記載しますので、同じフライトとホテルをご利用いただければサンディエゴま

でご一緒して、帰国もご一緒させていただきますのでご安心ください。 

・フライトスケジュール 

11/10（日） JAL66 成田17:05 －ｻﾝﾃﾞｨｴｺ  ゙ 9:45  <11/10(日)到着> 

11/14（木） JAL65  ｻﾝﾃﾞｨｴｺ  ゙ 11:35－成田16:45 <11/15（金）帰国> 

・宿泊ホテル 

  Gaslamp Plaza Suites (ガスランプ プラザ スイーツ) 

  520 E Street,Downtown San Diego,CA 92101 USA 

  電話 +1619-232-9500 



・プログラム（２０１９年プログラム） 

３日間で下記の内容を講義する予定です。また午後から病院のラウンドを行ないます。 

（プログラムは２０１８年の内容で変更する可能性がありますのでご了承ください） 

１、 医療における建築・改装工事 

２、 ケア環境からの感染伝播に関する最新情報とこうした伝播を減らす為に実施されているこ

と：C･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙと多剤耐性患者のターミナル清掃の為に行われていること 

３、 手指衛生/モニタリング/遵守＆新しいテクノロジー 

４、 抗菌薬適正使用プログラムの実施：直面する課題と得られるもの 

５、 CLABSI予防の為の実践、新しいテクノロジーとコンセプト；それは何か、また、実施状況

はどうか？ 

６、 VAE予防の為のプラクティス、新しいテクノロジーとコンセプト；それは何か、また、実施

状況はどうか？ 

７、 各種予防策、その長所、短所 

８、 隔離予防策の適応における変更とそのインパクト；MRSAとVREを接触管区緑膿菌の対象

から外しCDI検査を制限すること 

９、 米国医療におけるアウトブレイク：２０１６－２０１７年で学んだ教訓 

１０、 消毒・滅菌のトピックス 

１１、 内視鏡関連の医療関連感染と改善のための現実的対策：「より安全な」内視鏡手術を確保す

る為に実施された変更事項 

１２、 カメラ撮影ラウンド；“百聞は一見に如かず”と改善 

１３、 医療関連感染予防の為の新しいCDC戦略：予防のターゲットアセスメント戦略 

＊研修参加お申し込み先 

『米国感染管理研修』事務局へご連絡ください。お申し込み方法などご案内させていただきます。  

℡ 06（6958）1121   Fax 06（6958）6664 


